
新
口
の
地
名
が

ニ
井
ノ
ク
チ

と
し
て
、
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
の
東
大
寺
文
書
に
初
登
場
し

ま
す
。
ニ
井
ノ
ク
チ
は

新
居
ノ
口

と
み
ら
れ
、
居
が

住
む

と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら

新

居

は
、
新
し
い
集
落
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
ま
す
。

文
応
元
（
一
二
六

）
年
の
東
大
寺
文
書
に

新
口
の
荘

が
見
え
、
同
町
に
隣
接
す
る
葛
本
町
の

安
楽
寺
に
あ
る
慶
長
年
間
（
一
五
九
六

）
碑
文
に
も

二
ノ
口
村

と
あ
り
ま
す
の
で
、
地
名
が
遅

く
と
も
中
世
の
平
安
時
代
に
生
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

浄
瑠
璃
・
冥
土
の
飛
脚
（
め
い
ど
の
ひ
き
ゃ
く
）
で
、
江
戸
時
代
中
期
に
新
口
村
が
有
名
に
な
り
ま

す
。
宝
永
七
（
一
七
一

）
年
の
津
藩
日
記
・
永
保
記
事
略
に
、
同
村
の

小
百
姓
・
四
兵
衞
の
せ
が

れ
清
八
（
亀
屋
忠
兵
衞
）
が
大
阪
の
養
子
先
か
ら
金
銀
を
盗
み
、
ほ
れ
た
遊
女
と
逃
げ
大
和
で
捕
ま
っ

た

と
あ
り
、
こ
の
史
実
を
当
時
の
浄
瑠
璃
作
家
・
近
松
門
左
衛
門
が
新
口
村
を
舞
台
に
心
中
劇
化
し

た
も
の
で
す
。
忠
兵
衞
と
遊
女
（
梅
川
）
は
当
時
、
処
刑
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

。

二
人
の
名
を
刻
ん
だ
墓
が
同
町
の
善
福
寺
境
内
に
並
ん
で
残
っ
て
お
り
、
い
ま
も
墓
を
訪
ね
る
人
た

ち
の
哀
れ
涙
を
誘
っ
て
い
ま
す
。

残
る
梅
川
・
忠
兵
衞
の
墓


